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計画の基本理念・基本目標（案）について
１　東三河広域連合介護保険事業計画との連携
（１）東三河広域連合介護保険事業計画における基本理念と基本目標
東三河広域連合では、「東三河はひとつ」を合言葉に地域の力を結集し、新たな魅力と活力の創造に努め、誰もが真の豊かさを実感できる地域の実現を目指しています。
東三河広域連合介護保険事業計画を策定するにあたっては、東三河地域の現状分析や将来予測を行うとともに、各種ニーズ調査を実施しました。その結果、元気な高齢者から介護が必要な高齢者、介護に携わる人々まで、誰もが安心して暮らせる地域の実現を目指し、以下の基本理念と3つの基本目標を定め、その目標の実現に向け、8つの基本施策を掲げることにしています。

　　
　
	基本目標
	基本施策

	１　だれもが健康でいきいきと暮らせる
東三河
	１　介護予防活動の推進

	
	２　自立支援活動の推進

	２　住み慣れた地域で安心して暮らせる
東三河
	１　在宅医療・介護連携の推進

	
	２　認知症施策の推進

	
	３　家族介護者支援の推進

	３　充実した介護サービスを提供できる
東三河
	１　介護サービス基盤の充実

	
	２　介護人材の確保と定着の支援

	
	３　介護保険制度の円滑な運営


　　
２　豊川市高齢者福祉計画（平成３０年度～３５年度）の基本理念と基本目標
（１）基本理念
本市では、健康福祉推進都市宣言（平成５年10月）の趣旨に基づき、“高齢者がいつまでも健康で、それぞれのライフスタイルに応じた生きがいを持ち、介護が必要になっても地域で暮らしていける連帯感あふれた豊川市”の創造をめざし、施策の展開を図っています。

また、豊川市高齢者福祉計画・介護保険事業計画では、その第１期計画から継続して「人生　悠々・快適・安心ライフを楽しむまち」を基本理念として掲げてきました。
２０２５年には団塊の世代が７５歳以上となり、豊川市でも4人に１人が６５歳以上、6人に１人が７５歳以上となります。このため、高齢者が健康で生きがいを持ち、自立した生活ができること、また介護が必要になっても住みなれた地域で自分らしく生活することが出来るように、地域の実情に応じた地域包括ケアシステムの構築をさらに推進することが求められています。
また、高齢者福祉計画は介護保険事業計画と一体的に策定する必要があり、東三河広域連合介護保険事業計画の、「いつまでも健やかで安心して暮らせる東三河の実現」という広域連合の理念にも合致するものである必要があります。

そこで、本計画においても、「人生　悠々・快適・安心ライフを楽しむまち」を基本理念として掲げるものとします。

基本理念

（２）基本目標

基本理念を実現するため、以下の2つを目標とします。
基本目標１　「元気で悠々ライフを共創できるまちに」　
基本施策１　介護予防活動の推進
　基本施策２　自立支援活動の推進　　
◎ポイント：健康な高齢期を過ごすための健康づくり、介護予防
　　　　　　地域の支え合い活動を通じた、高齢者の生きがいづくり

高齢者の生活支援体制整備　など

　　　　　　
基本目標２　「住み慣れた地域で快適に暮らせるまちに」

　基本施策３　在宅医療・介護連携の推進
基本施策４　認知症施策の推進
基本施策５　高齢者福祉施策の推進
◎ポイント：高齢者相談センターの機能充実
要介護状態になっても在宅で医療や介護が安心して受けられる仕組みづくり
認知症になっても住み慣れた地域で日常生活を送るための施策
高齢者福祉サービスの推進
高齢者のすまい対策
家族介護者への支援　など

資料　７





基本理念





いつまでも健やかで安心して暮らせる東三河の実現
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